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資本コストや株価を意識した経営の実現に向けた対応について 

 

当社は、2024 年 3 月 15 日開催の取締役会において、資本コストや株価を意識した経営

の実現に向けた対応について、当社の現状を評価・分析し、改善に向けた今後の対応方針を

決議いたしましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

 

１．現状評価 

 当社は 2023 年 5 月期までに事業ポートフォリオの再構築による事業の撤退・縮小を実施

し、併せてグループ経営体制の見直しによるコスト削減に取り組んでまいりました。 

 その結果、2023 年 5 月期における営業利益は 202 百万円となり前期比 123.6%と増加し

ておりますが、事業撤退損、減損損失等の計上により当期純損失 521 百万円となったこと

で、PBR については１倍を上回っているものの、収益性において ROE が株主資本コストを

大幅に下回る結果となっております。 

 

２．改善に向けた今後の対応方針 

 当社は 2023 年 8 月 25 日に公表いたしました 2026 年５月期までの 3 ヵ年の中期経営計

画「TO PLAN 2026」に基づき、コア事業の確立・財務基盤の改善を図ることで、安定的

な収益を確保すること、また、⾧期的な企業課題への挑戦を実施することで、十分なエク

イティスプレッドを獲得するための ROE、並びに PBR の向上を目指してまいります。 
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(1) コア事業の確立・財務基盤の改善 

コア事業である「流通、自動車、木材事業」を中心として安定的な利益を継続的に

確保できる体制を構築し、2026 年 5 月期には売上高 267 億円、営業利益 4 億円を目

指しており、同時に有利子負債の圧縮及び純資産の回復を進め財務内容の良化を図っ

てまいります。 

 

(2) ⾧期的な企業課題への挑戦 

事業会社の営業特化＋管理部門の効率化＋内部統制の高次元経営に向けた取り組み

をすすめ、人材確保などの企業課題に対する解決策をグループ内で共有し、グループ

一体での解決を図ってまいります。また、グループの成⾧に向け、新規事業に関する

情報収集、継続的な株主還元を実施できるよう努めてまいります。 

 

３．積極的な IR 活動の実施 

ステークホルダーの皆さまに当社の事業活動や決算情報などのご理解をいただく機

会を増やすべく、当社ホームページ等での情報開示をすすめてまいります。 

 

 

参考   
2021 年 5 月期 2022 年 5 月期 2023 年 5 月期 

売上高 (百万円) 30,859 27,702 26,494 

営業利益 (百万円) 120 163 202 

当期純利益 (百万円) 123 △28 △521 

ROE (％) 42.3% △3.1% △158.1% 

株価 (円) 340 315 225 

 

 

以上 


